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2広報いずみ ２００８（平成２０年）３/１号

　
調
査
結
果
の
概
要

調
査
結
果
の
概
要

人
権
と
暴
力

◎
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力

　

暴
力
の
被
害
に
つ
い
て
は
、「
大
声

で
ど
な
ら
れ
る
」、「
言
葉
で
傷
つ
け

ら
れ
る
」が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
医
師
の

治
療
が
必
要
と
な
る
程
度
の
暴
行
を

受
け
る
」、「
命
の
危
険
を
感
じ
る
く

ら
い
の
暴
力
を
受
け
る
」と
す
る
回

答
も
あ
り
ま
す
。（
グ
ラ
フ
１
）

　

暴
力
を
受
け
た
と
き
の
相
談
先

と
し
て
、
家
族
や
友
人
・
知
人
な

ど
の
身
近
な
人
へ
の
相
談
に
と
ど

め
て
お
り
、
約
半
数
が
、「
ど
こ

（
だ
れ
）に
も
相
談
し
な
か
っ
た
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由

と
し
て
、「
相
談
す
る
ほ
ど
の
こ

と
で
も
な
い
と
思
っ
た
か
ら
」、

「
自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
っ
た
か
ら
」と
し
た
回
答
が

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

男男女女共共同同参参画画社社会会のの実実現現にに向向けけてて
集計状況

対象者　　　　２，０００人
回答者　　　　　９１７人
　（回収率４５．９％）
　女　性　　　５２１人
　男　性　　　３８６人　
　性別無回答　　１０人

社
会
参
画

◎
男
女
が
と
も
に
家
事
、
育
児
、
介

護
、
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
。

　
「
夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
は
か
る
こ
と
」
、

「
男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ

と
に
対
す
る
男
性
自
身
の
抵
抗
感
を

な
く
す
こ
と
」
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
若
い
世

代
で
は
、
「
社
会
の
中
で
、
家
事
、

育
児
、
介
護
、
地
域
活
動
に
つ
い
て

も
、
そ
の
評
価
を
高
め
る
こ
と
」
と

回
答
し
た
割
合
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。（
グ
ラ
フ
２
）

高
齢
期
の
生
活
・
介
護

◎
自
分
の
老
後
に
つ
い
て
不
安
に

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

◆
あ
る　
　

・
・
・
・
・
・　

�
８２.２

◆
な
い　
　

・
・
・
・
・
・　

�
１３.５

◆
無
回
答　

・
・
・
・
・
・　

�
４.３

○
不
安
に
思
う
こ
と

・
健
康
の
こ
と
・
・
・
・
・　

�
６８.３

・
生
活
費
の
こ
と
・
・
・
・　

�
５５.２

・
配
偶
者
に
先
立
た
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
・　

�
３６.５

・
そ
の
他
の
意
見
と
し
て
は
、
年

金
に
対
す
る
不
安
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

男女共同参画に関する市民意識調査の結果から　②
　市では男女共同参画社会の実現に向け、市民の皆さんの意識や実態を
把握するため、平成１９年２月２０日から３月１６日まで「男女共同参画に関
する市民意識調査」を実施しました。先月号に引き続きその概要をお知
らせします。なお、詳細については、企画政策課企画政策・男女共同参
画係（��４０３３）にお問い合わせください。 ［　　　　］



3 広報いずみ ２００８（平成２０年）３/１号

◎
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、

ど
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

行
政
へ
の
要
望

◆
男
女
が
と
も
に
家
庭
と
仕
事
を

両
立
で
き
る
た
め
の
労
働
政
策　

　
　
　
　
　

・
・
・
・
・
・　

�
５０.６

◆
高
齢
者
、
障
害
者
に
対
す
る
福

祉
政
策
の
推
進
・
・
・
・
・　

�
３４.２

　
　

歳
代
以
下
の
女
性
で
は
、

５０
「
保
育
施
設
、
制
度
の
充
実
」と
す

る
回
答
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

用
語
の
認
知
度

◎
次
の
言
葉
に
つ
い
て
、
知
っ
て

い
ま
す
か
。

　

言
葉
も
内
容
も
知
っ
て
い
る
言

葉
と
し
て
は
、「
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
」、「
育
児
・
介
護
休
業

法
」、「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
」、「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」、
反
対
に
、
言
葉
も
内
容

も
知
ら
な
い
言
葉
と
し
て
は
、

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

／
ラ
イ
ツ
」、「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
」、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」で

す
。

自
由
意
見
（
抜
粋
）

　

自
由
意
見
欄
に
多
く
の
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
の
一
部
を
要
約
し
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

◆
口
先
だ
け
で
平
等
を
使
う
よ
り
、

ま
ず
、
男
と
女
の
生
き
る
上
で
の

仕
組
み
を
知
る
べ
き
。
個
々
の
能

力
を
認
め
、
社
会
に
お
け
る
差

（
賃
金
等
）を
な
く
す
こ
と
が
大
事

だ
と
思
う
。　
　
（　

歳
代
女
性
）

４０

◆
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画

す
る
機
会
が
少
な
い
、
意
見
を
反

映
さ
せ
る
機
会
が
少
な
い
。

（　

歳
以
上
男
性
）

７０

◆
市
民
全
体
が
、
安
心
し
て
日
々

の
生
活
が
で
き
る
こ
と
を
望
む
。

男
女
問
わ
ず
、
人
間
と
し
て
力
強

く
生
き
ら
れ
る
環
境
が
整
え
ば
最

高
。　
　
　
　
　
（　

歳
代
女
性
）

４０

◆
女
性
が
仕
事
を
続
け
て
い
く
上

で
、
家
族
の
協
力
も
十
分
必
要
だ

と
思
う
が
、
保
育
所
、
幼
稚
園
な

ど
の
受
け
入
れ
や
そ
れ
以
前
に
出

産
し
て
も
仕
事
が
で
き
る
安
心
し

た
環
境
が
で
き
て
欲
し
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（　

歳
代
女
性
）

３０

◆
今
後
は
政
策
の
決
定
に
女
性
が

よ
り
参
画
で
き
る
よ
う
、
よ
り
開

か
れ
た
議
会
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。　
　
　
　
　
（　

歳
代
男
性
）

２０

◆
男
女
の
特
性
は
あ
る
の
だ
か
ら
、

子
育
て
、
家
庭
、
社
会
の
中
で
そ

の
違
い
を
生
か
す
べ
き
は
生
か
し

て
い
く
こ
と
も
大
切
。
依
然
と
し

て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
間
違
っ
た
捉

え
方
で
解
釈
し
、
真
の
男
女
共
同

参
画
社
会
に
反
す
る
考
え
方
を
も

つ
意
見
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
。　
（　

歳
代
男
性
）

５０

◆
男
で
あ
る
か
ら
、
女
で
あ
る
か

ら
と
い
う
考
え
よ
り
、
個
々
人
の

能
力
と
適
正
を
十
分
発
揮
で
き
る

よ
う
、
家
庭
の
中
で
話
し
合
い
、

子
育
て
、
介
護
、
仕
事
に
思
い
や

り
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
け
た
ら

ギ
ス
ギ
ス
し
な
く
て
暮
ら
せ
る
の

か
な
と
思
う
。　
（　

歳
代
女
性
）

６０

◆
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
も
必

要
と
思
う
が
、
出
水
の
発
展
の
た

め
に
市
民
一
人
一
人
の
声
が
聞
け

る
場
を
。　
　
　
（　

歳
代
女
性
）

５０

◆
男
女
差
別
の
な
い
、
老
後
の
不

安
の
な
い
（
老
人
施
設
の
増
設
）

環
境
を
整
え
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　
（　

歳
以
上
男
性
）

７０

◆
男
性
の
暴
力
や
暴
言
で
傷
つ
い

た
時
の
相
談
機
関
に「
女
性
相
談

所
」な
ど
が
あ
る
こ
と
も
全
く
知

ら
な
か
っ
た
。
子
ど
も
が
相
談
で

き
る
場
所
等
は
、
テ
レ
ビ
で
よ
く

見
ら
れ
る
が
、
女
性
の
相
談
所
も

も
っ
と
大
き
く
取
り
上
げ
て
欲
し

い
。　
　
　
　
　
（　

歳
代
女
性
）

２０

◆
も
う
少
し
保
育
施
設
な
ど
を
充

実
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
を
も
つ

女
性
な
ど
が
、
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
に
、
日
曜
日
な
ど
も
預
け
ら

れ
る
所
を
増
や
し
て
欲
し
い
と
思

う
。　
　
　
　
　
（　

歳
代
男
性
）

２０

　
「
老
人
福
祉
施
設
な
ど
の
施
設

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
」、「
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
力
を
借
り
な

が
ら
、
家
族
や
身
内
に
世
話
し
て

も
ら
う
」
と
す
る
回
答
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
性
は

配
偶
者
、
女
性
は
娘
に
介
護
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
調
査
を
終
え
て

調
査
を
終
え
て

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
で

は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を　

世
紀
の
わ
が
国
社
会
を
決
定

２１
す
る
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
豊
か
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
構
築
を
図
る
た
め
に
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
基
礎
資
料
と

し
て「
出
水
市
男
女
共
同
参
画
計

画
」を
策
定
し
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
更

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
調
査
の
実
施
に
当
た
り
ご

協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

用語の解説
「ジェンダー」

　生物学的な性別とは別に、
社会的･文化的に歴史の中で
作られてきた性別のことで、
例えば、｢男らしさ」「女らし
さ｣という固定観念に基づき、
人の社会的な役割、行動、内
面性を規定することをいう。

用語の解説

「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」
　女性が身体的、精神的、
社会的に良好な状態によ
り、安全な性生活を営み、
子供をいつ何人産むか、
または産まないかなどを、
当事者である女性に幅広
い自己決定権を認めよう
とする考え方。

用語の解説

「ポジティブ・アクション」
　さまざまな分野におい
て、活動に参画する機会
の男女間の格差を改善す
るため、必要な範囲内に
おいて、男女のいずれか
一方に対し、活動に参画
する機会を積極的に提供
すること。
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�「スチール缶」の収集について
　高尾野地域、野田地域では現在収集を行っていますが、出水地域でもスチール缶の収集を開始します。
　水でよくすすいで出してください。

③「その他プラスチック」の収集について
　ごみの減量化、資源のリサイクルをさらに推進するため、新たに「その他プラスチック」の収集を開始します。
これまでの「発泡トレイ」は「その他プラスチック」になります。
　水でよく洗って乾かして出してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●「その他プラスチック」とは
　　プラスチック製の容器や包装（商品を入れるもの）の総称であり、「プラマーク」と呼ばれるリサイクル
マークが表示されていますので、分別の参考にしてください。

「その他プラスチック」対象品目例
菓子・野菜・パン・インスタント食品・冷凍食品などの袋、生鮮食品などを包ん
でいたラップ、あめ・菓子などの包み、医薬品・化粧品などの袋、たばこの包み、
雨天時に配達される新聞の袋、レジ袋など

袋、ラップ類

生鮮食品（肉・野菜・魚など）のトレイトレイ類
卵・豆腐・固形カレールーなどのパック、ヨーグルト・プリン・ゼリー・アイス
クリーム・カップ麺などのカップ、コンビニ弁当などの容器、医薬品・化粧品な
どのパック、カップ類

パック、カップ類

タレ・つゆ・油・ソースなどのプラスチック製ボトル、シャンプー・リンス・洗
剤・漂白剤などのプラスチック製ボトル、医薬品・化粧品などのプラスチック製
ボトル

ボトル類

マヨネーズ・ケチャップ・ねりわさびなどのチューブ、歯磨き粉・のりなどの
チューブチューブ類

みかん・玉ねぎなどのネットネット類
メロン・桃などを包んだ発泡スチロール、家電製品などを保護した発泡スチロー
ル、ペットボトル・びんなどのプラスチック製のふた、ペットボトルのラベル緩衝材等

●「その他プラスチック」の対象とならないもの
　・「容器包装」でないもの（そのものが商品であるもの）
　　例）　カセットテープ、ビデオテープ、バケツ、洗面器、じょうろ、歯ブラシ、食器、ざる、ハンガー、
おけ、ボール、哺乳瓶、ホース、脱衣かご、子供用いす、風呂用いす、マット、ポリタンク、文房具、
浮き輪、おもちゃ、カード類、シート、植木鉢、かっぱ、写真フィルム、パネル、レコード、くし、衣
装ケース、パイプ、家庭で使用したラップなど（燃やせるごみとして出してください。）

　・ペットボトル（これまでと同じように分別してください。ふたとラベルは「その他プラ」です。）
　・汚れがひどいもの（燃やせるごみとして出してください。）

粗大ごみの収集について
　高尾野地域、野田地域でも毎月１回、粗大ごみの収集を行います。
【粗大ごみの大きさ】
　燃やせる粗大ごみ：幅１ｍ、厚さ６０�、高さ１ｍ５０�以内
　　　　　　　　　　　せん定木・竹類は１本の直径が１０�以内で、幅５０�、長さ１ｍ以内に束ねて出す。
　燃やせない粗大ごみ：幅６０�、厚さ６０�、高さ１ｍ５０�以内
　　　　　　　　　　　トタン類は幅６０�、長さ１ｍ５０�以内にひもで束ねて出す。

※３月中に各家庭に配布予定のチラシ「平成２０年度『リサイクル品』と『家庭ごみ』の分け方・出し方」および「平
成２０年度収集計画カレンダー」もご覧ください。

ごみ、リサイクルに関するお問い合わせ先
　　本 庁 市 民 生 活 課 生 活 環 境 係（��４０４２）
　　高尾野支所市民福祉課市民生活グループ（��５４１６）
　　野　田　支　所市民福祉課市民生活グループ（��４８１３）
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家家庭庭ごごみみととリリササイイククルル品品のの収収集集がが変変わわりりまますす
　これまで、出水・高尾野・野田の地域ごとに、家庭ごみおよびリサイクル品の収集品目などがそれぞれ異
なっていましたが、平成２０年４月１日から原則として各地域とも統一した収集品目、方法、回数となります。
地域により変更になるところがありますので、ご注意ください。

野田地域高尾野地域出水地域品　　　目区分
○×⇒○○新聞紙、チラシ

古紙類
リ
サ
イ
ク
ル
品
（
原
則　

月
２
回
）

○○○段ボール紙
×⇒○×⇒○○飲料紙パック
○×⇒○○その他の紙類
×⇒○×⇒○○古繊維
○○×⇒○スチール缶
○○○アルミ缶
×⇒○×⇒○○生きびん
○○○無色透明のびん

駄びん類 ○○○茶色のびん
○○○その他の色びん
○○○ペットボトル

○（新規）○（新規）○（新規）その他プラスチック
○○○蛍光灯
○○○乾電池
週２回週２回週２回燃やせるごみ

可燃ごみ家
庭
ご
み

×⇒月１回年１回⇒月１回月１回燃やせる粗大ごみ
月１回⇒月２回週１回⇒月２回月２回燃やせないごみ

不燃ごみ
×⇒月１回年１回⇒月１回月１回燃やせない粗大ごみ

※収集回数は原則であり、自治会によっては異なる場合がありますので、ご注意ください。
※リサイクル品の排出日は、自治会により異なる場合がありますので、自治会の方針に従ってください。

リサイクルの収集品目の変更について
①「古紙類」、「古繊維」、「生きびん」の収集について
　出水地域では現在収集を行っていますが、高尾野地域、野田地域でも古紙類、古繊維、生きびんの収集を
開始します。

分け方・出し方品　　　目
・紙ひもで十字にしばる新聞紙・チラシ

古紙類
（必ず４種類に分別し
ましょう）

・紙ひもで十字にしばる段ボール紙
・水でよくすすいで広げて乾かし、中身の見える
ビニール袋に入れて出す
・アルミ付き紙パックは燃やせるごみに出す

飲料紙パック
（牛乳・ジュース類）

・紙ひもで十字にしばる
・しばることのできない小さな紙類（封筒、メモ用
紙、割箸の包み紙など）は飲料紙パックとは別の
中身の見えるビニール袋に入れて出す

雑誌・紙箱・
その他の紙類

・ビニール袋に入れて出す
・汚れのひどいものやわた入り製品は燃やせるご
みに出す

古繊維類（古布類）

・水でよくすすぐ（ふたはなるべくつけたまま）
・ 口が割れていたり、ヒビが入っているものは、
色分けして駄びん類に出す

・一升びん
・ビールびん
・ジュースびん
・プラスチック製のびんケース

生きびん
（リターナブル）
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高
尾
野
中　

遠
矢　

愛
里

　

読
ん
で
み
て　

き
っ
と
い
い
本　

　

見
つ
か
る
よ

高
尾
野
中　

出
口　

莉
奈

　

昼
休
み　

心
と
体
が　

図
書
室
へ

江
内
中　
　

濱
田　

理
英

　

図
書
館
で　

お
父
さ
ん
と　

待
ち
合
わ
せ

中
学
２
年
生
の
部

特
選　

出
水
中　

冨
田　

祐
策

　

本
開
き　

勇
者
の
つ
も
り
で　

大
冒
険

出
水
中　

麥
生
田　

航

　

学
校
の　

始
ま
り
や
っ
ぱ
り　

朝
読
書

高
尾
野
中　

松
下　

亜
美

　

ど
こ
ま
で
も　

読
め
ば
広
が
る

　

本
の
世
界

入
選　

出
水
中　

西　

詩
織

　

雨
の
日
も　

本
を
開
け
ば　

魔
法
の
世
界

出
水
中　

川
端　

康
平

　

学
ぼ
う
よ　

本
は
僕
ら
の　

先
生
だ

米
ノ
津
中　

山
本　

千
尋

　

読
書
と
は　

時
を
忘
れ
る　

魔
法
の
道
具

米
ノ
津
中　

佐
原　

美
雪

　

読
書
時
間　

心
安
ら
ぐ　

自
分
の
時
間

米
ノ
津
中　

西　

周
平

　

物
語　

読
め
ば
広
が
る　

世
界
観

高
尾
野
中　

小
田
原　

舞

　

さ
あ
行
こ
う　

本
の
世
界
の　

　

扉
を
開
け
て

江
内
中　

山
田　

慎
覇

　

そ
の
本
は　

み
ん
な
と
つ
な
が
る　

　

架
け
橋
だ

中
学
３
年
生
の
部

特
選

高
尾
野
中　

橋
口　

恵
里
奈

　

本
の
中
に
は　

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い　

　

夢
い
っ
ぱ
い

高
尾
野
中　

井
出
上　

梨
紗

　

見
つ
け
た
よ　

わ
た
し
の
大
事
な

　

一
冊
を

江
内
中　

江
野　

朋
美

　

一
冊
で
広
が
る　

世
界
は
無
限
大

入
選　

米
ノ
津
中　

宇
都　

ま
り
な

　

本
を
読
み　

友
達
の
輪
を　

広
げ
よ
う

米
ノ
津
中　

森
枝　

千
尋

　

本
を
開
け
ば　

世
界
が
広
が
る

　

ペ
ー
ジ
を
め
く
れ
ば　

人
と
出
会
え
る

米
ノ
津
中　

東　

さ
と
み

　

あ
な
た
に
は　

あ
な
た
に
似
合
う　

　

本
が
あ
る

米
ノ
津
中　

�
川　

郁
美

　

本
を
読
み　

自
分
の
世
界
を　

広
げ
よ
う

高
尾
野
中　

松
下　

里
奈

　

新
し
い　

本
の
世
界
へ　

飛
び
出
そ
う

高
尾
野
中　

川
島　

英
里
華

　

き
っ
と
出
会
え
る　

自
分
だ
け
の　

　

す
て
き
な
本

江
内
中　

新
屋　

絵
利
子

　

読
ん
で
み
て　

キ
ミ
だ
け
の
本　

　

見
つ
か
る
よ

 

　

子
ど
も
た
ち
は
、
読
書
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

本
市
で
は
、
昨
年
開
催
し
ま
し
た「
読
書

活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」の

と
き
、「
読
書
標
語
」と「
短
作
文
」の
応
募
作

品
を
展
示
し
ま
し
た
。
今
回
も
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
、
ま
た
、
家
族
の
皆
さ
ん
、
今
、
子
ど
も

た
ち
は
こ
ん
な
読
書
へ
の
思
い
を
持
っ
て
い

ま
す
。

読
書
標
語

中
学
１
年
生
の
部

特
選　

米
ノ
津
中　

前
田　

純
花

　

想
像
力　

広
げ
る
豊
か
な　

本
の
旅

高
尾
野
中　

冨
永　

小
百
合

　

一
つ
の
本　

僕
ら
の
夢
が　

つ
ま
っ
て
る

江
内
中　

岩
崎　

優
介

　

本
を
読
も
う　

親
子
で
仲
良
く　

　

楽
し
ん
で

入
選　

米
ノ
津
中　

�
川　

千
春

　

読
書
を
す
れ
ば　

夢
が
広
が
る　

　

未
来
が
見
え
る

米
ノ
津
中　

竹
添　

奈
々

　

読
書　

そ
れ
は　

心
の
ト
ビ
ラ
を

　

開
く
カ
ギ

高
尾
野
中　

福
永　

昇
馬

　

本
の
世
界　

入
る
と
出
ら
れ
な
い　

　

お
も
し
ろ
さ

高
尾
野
中　

若
松　

芳
樹

　

本
を
読
め
ば　

明
日
の
生
き
方　

　

変
わ
る
は
ず

子
ど
も
の
読
書
へ
の
思
い
は

子
ど
も
の
読
書
へ
の
思
い
は
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市
立
図
書
館
お
す
す
め
の
本

　

現
在
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
篤
姫
」の
放

送
に
よ
り
、
幕
末
の
薩
摩
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
篤
姫
に
関
す
る
本
は
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
出
版
さ
れ
て
お
ら
ず
、
最
近
に

な
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
篤
姫
を
中
心
に
幕
末
に

活
躍
し
た
薩
摩
の
人
々
に
関
す
る
本
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

◎
天
璋
院
篤
姫　

上
・
下（
宮
尾
登
美
子
）

◎
天
璋
院
篤
姫（
寺
尾
美
保
）◎
天
璋
院
篤

姫（
徳
永
和
喜
）◎
天
璋
院
篤
姫
の
生
涯
◎

天
璋
院
篤
姫
と
幕
末
動
乱
◎
天
璋
院
篤
姫

と
和
宮（
鈴
木
由
紀
子
）◎
天
璋
院
篤
姫
の

す
べ
て（
芳
即
正
）◎
天
璋
院　

薩
摩
の
篤

姫
か
ら
御
台
所
◎
篤
姫（
原
口
泉
）◎
篤
姫

と
大
奥
◎
篤
姫
の
生
涯（
宮
尾
登
美
子
）◎

篤
姫
の
謎
大
奥
魔
物
語（
武
山
憲
明
）◎
幕

末
の
大
奥（
畑
尚
子
）◎
幕
末
の
尼
将
軍
―

篤
姫（
童
門
冬
二
）◎
天
璋
院
敬
子（
梅
本

育
子
）◎
島
津
斉
彬
の
す
べ
て（
村
野
守

治
）◎
島
津
斉
彬（
芳
即
正
）◎
島
津
斉
彬

の
挑
戦（
尚
古
集
成
館
）◎
島
津
斉
彬
公
伝

（
池
田
俊
彦
）◎
島
津
久
光
と
明
治
維
新

（
芳
即
正
）◎
幕
末
の
薩
摩（
原
口
虎
雄
）◎

大
久
保
利
通（
毛
利
敏
彦
）◎
大
久
保
利
通

（
笠
原
英
彦
）◎
大
久
保
利
通（
中
村
晃
）◎

大
久
保
利
通（
財
団
法
人
鹿
児
島
県
育
英

財
団
）◎
大
久
保
利
通
と
明
治
維
新（
佐
々

木
克
）◎
∧
政
事
家
∨
大
久
保
利
通（
勝
田

政
治
）◎
西
郷
隆
盛
と
大
久
保
利
通（
小
西

聖
一
）◎
西
郷
隆
盛（
海
音
寺
潮
五
郎
）◎

西
郷
隆
盛（
林
房
雄
）◎
西
郷
隆
盛（
上
田

滋
）◎
西
郷
隆
盛（
財
団
法
人
鹿
児
島
県
育

英
財
団
）◎
西
郷
隆
盛（
古
川
薫
）◎
西
郷

隆
盛（
安
元
薫
）◎
薩
摩
と
龍
馬（
住
吉
重

太
郎
）…
等

　

島
津
家
・
大
久
保
利
通
・
西
郷
隆
盛
に
関

し
て
は
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
本
以
外
に
も
多

数
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

蔵
書
点
検
が
終
了
し
ま
し
た

　

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
中
央
図
書
館
、

高
尾
野
図
書
館
、
野
田
図
書
館
で
蔵
書
点
検

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
臨
時
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

予
定
ど
お
り
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

蔵
書
点
検
は
、
図
書
館
蔵
書
の
調
査
と
運

営
の
是
正
を
図
る
た
め
に
行
っ
て
お
り
、
書

誌
デ
ー
タ
の
確
認
や
蔵
書
の
所
在
状
況
を
明

ら
か
に
す
る
大
切
な
作
業
で
、
図
書
館
に
と

っ
て
欠
か
せ
な
い
仕
事
の
一
つ
で
す
。
こ
の

作
業
は
全
国
の
図
書
館
で
ほ
ぼ
定
期
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

特別展示会

「薩州島津家ゆかりの地」
（出水の歴史散歩）

　「薩州島津家のゆかりの地」の写真を中心にパネル
展示をいたします。
　知っている場所が実は薩州島津家と関係があるな
ど新しい発見があるかもしれません。
　この機会にぜひ一度、家族で、友達同士で足を運
んでみてください。

展示期間　３月１日（土）～４月１７日（木）
　　　　　（毎週月曜日は休館日）
場　　所　市出水歴史民俗資料館展示室
　　　　　（市立中央図書館２階）
開館時間
　火曜～金曜日　午前９時～午後６時
　土曜・日曜日　午前９時～午後５時
入　場　料　無料

歴 史 民 俗 資 料 館 か ら の お 知 ら せ
歴史講座

「親子で学ぶやさしい考古学」

　難しいと思われている考古学についてやさしく説
明します。
　実際の作業方法や遺物に触れることによって楽し
く歴史を学べる講座です。
　出水地方の昔の生活を学ぶ良い機会ですので、奮
ってご参加ください。

日　時　３月１６日（日）
　　　　午後１時３０分から（２時間程度）
場　所　市立中央図書館　研修室
講　師　歴史民俗資料館社会教育指導員
　　　　井上　秀明　氏
定　員　５０人
受講料　無料
◆申し込みが必要です。電話でお申し込みください。

申込・問い合わせ先
　市出水歴史民俗資料館（��０２５６）、市立中央図書館（��２１０５）
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出
水
市
病
院
事
業
は
、
出
水
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
、
高
尾
野
医
療
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
野

田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
３
つ
の
病
院
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
３
つ
の
公
立
病
院
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
医
療
提
供
の
観
点
か
ら
、

あ
る
い
は
経
営
健
全
化
の
観
点
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
形
に
し
て
い
く
べ
き
か
、
新
し
い
出

水
市
の
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
度
に

１８

有
識
者
か
ら
な
る
「
出
水
市
病
院
事
業
在
り

方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
検
討
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
作
業
部
会
で

あ
る
「
出
水
市
病
院
事
業
機
能
再
編
等
委
員

会
」
を
経
て
、
平
成　

年
９
月
末
に
最
終
報

１９

告
書
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、

こ
の
報
告
書
に
基
づ
い
て
検
討
を
行
い
、
出

水
市
病
院
事
業
の
新
し
い
体
制
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

そ
の
内
容
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
、

野
田
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
本
年
４
月
か
ら
、

外
来
診
療
と
在
宅
医
療
を
支
援
す
る
診
療
所

と
し
て
、
地
域
の
医
療
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
尾
野
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
現
状
の
ま
ま

引
き
続
き
、
病
床
数　

床
の
急
性
期
病
院
と

３０

し
て
運
営
し
、
地
域
の
医
療
に
貢
献
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
本
年
４
月

か
ら
、
病
床
数
を　

床
か
ら　

床
に
縮
小
し

３３４

２４４

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の　

床
を
急
性
期
病
床

２４４

と
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
と
し

て
運
営
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
急
性

期
疾
患
の
治
療
と
と
も
に
、
患
者
さ
ん
が
早

く
在
宅
へ
復
帰
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

リ
ハ
ビ
リ
に
も
力
を
注
い
で
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
急
性
期
病
床
の
看
護
体

制
は
、
最
も
高
い「
７
対
１
」看
護
配
置
を
目

指
し
、
患
者
さ
ん
に
手
厚
い
看
護
が
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
外
来
診

療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
で
き
る
限
り
現
状
を

維
持
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

残
念
な
こ
と
に
、
近
年
の
医
師
不
足
か
ら
、

休
診
せ
ざ
る
を
得
な
い
診
療
科
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
医
師
確
保

に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
不
足
問
題
は
、
阿
久
根
市
民

病
院
、
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
も
同

様
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
お
互
い
不
足
す

る
部
分
を
補
い
合
っ
て
、
こ
の
地
域
の
医
療

を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の「
病
病
連
携
」を

さ
ら
に
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

出水総合医療センター
　院長　瀬戸　　弘氏

出
水
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

出
水
市
病
院
事
業
の
再
編
に
つ
い
て

　

以
上
、
平
成　

年
４
月
か
ら
出
水
市
病
院

２０

事
業
は
、
新
し
い
体
制
で
市
民
の
皆
様
に
医

療
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
な
か
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
必
要
と
す
る
医
療
が
不
足
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　３月１１日から４月１０日までは、シンナー・接着剤
等乱用防止強調月間です。
　シンナー等の乱用は、身体や精神をむしばんでい
くばかりでなく、幻覚や知覚異常を起こし、凶悪事
件が引き起こされるなど社会に与える影響も極めて
大きいものがあります。
　家庭、学校、地域などそれぞれの立場でシンナー
等の薬物乱用防止に努めましょう。
問い合わせ先
　本庁いきいき長寿課保健予防係（�○６３ ４０４３）

３月１１日～４月１０日
シンナー・接着剤等
乱用防止強調月間です
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第６回ネイチャーゲーム
もうすぐ春だよ！野山で遊ぼう！

　竹の子掘りを体験してみませんか？

日　時　３月30日（日）

　　　　午前10時～午後３時

　　　　（午前９時30分から受付）

場　所　

　大川内高牟礼バス停で受付後、田頭良成氏の管

理地へ移動

対象者　市内の小・中学生および保護者

定　員　30人（先着順）

参加料　300円（保険代として）

申込期限　３月23日（日）まで

申込方法　

　電話またはファックスでお申し込みください。

申込・問い合わせ先

　いずみネイチャーゲームの会

　（�０９０-３６００-５９８８、FAX�６９８０、担当:荒木）
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農
業
委
員
会
で
は
、
安
定
し
た
農
業
経
営
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次

の
と
お
り
出
水
市
農
作
業
賃
金
等
標
準
額
や
標
準
小
作
料
を
設
定
し
ま
し

た
。
４
月
１
日
以
降
の
契
約
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
標
準
額
で
す
の
で
、
特
別
な
事
情
の
あ
る
場
合
は
、
双
方
で
協

議
し
て
取
り
決
め
て
く
だ
さ
い
。

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

備　　考標準額（円）単　位区　　分 

５，５００８時間重 労 働
農 作 業

５，０００８時間軽 労 働

平耕起１回につき６，０００
１０ａ当水 田 耕

荒しろから仕上しろまで８，０００

同時施肥７，５００
１０ａ当機 械 田 植

施肥なし６，５００

受取５８０
１　箱水 稲 育 苗

配達６３０

ひも機械持ち９，０００１０ａ当バ イ ン ダ ー

刈り取りのみ
運搬については双方の話し合いによる。

１３，０００～

１６，０００
１０ａ当コ ン バ イ ン

コンバイン袋　３５０１　袋脱穀作業（水稲）

６，０００１０ａ当畑 耕 う ん

４，０００１０ａ当甘 藷 つ る 切 り

４，５００１０ａ当甘 藷 機 械 掘 り

うね立兼用７，５００１０ａ当マ ル チ ャ ー

４，０００１０ａ当サ ブ ソ イ ラ ー

５，０００１０ａ当パ ワ ー デ ィ ス ク

牛堆肥散布まで（２ｔ積散布車）５，５００１０ａ当堆 肥 散 布

梱包のみ（ひも機械持ち）６，０００１０ａ当牧 草 梱 包

水稲を基準とする。
薬剤は委託者持ちとする。

粉　 　 剤２，０００
１０ａ当防 除 作 業

乳　 　 剤３，０００

４，０００１０ａ当ア ク ス ル プ ラ ウ

２，０００１０ａ当ライムソワー（肥料散布機）

地域性・水田等の条件により双方で加減
する。

片面　　
４０～５０

１ｍ当畦 塗 機

４，５００１０ａ当バ レ イ シ ョ 掘 取

＊地域性・水田条件（湿田・搬入不便・未整備田等）により双方で加減する。
＊倒伏田については、２割増以内とし、ほ場の条件により双方で加減する。
＊１筆当たりの面積が５ａ未満の場合は５ａとし、１０ａ未満の場合は１０ａとする。

備　　　考標準額（円）区　分

基盤整備事業が実施され施設園芸が可能な水田１８，０００上 田

田 基盤整備事業が実施された水田１３，０００中 田

基盤整備事業が実施された湿田及び平坦部の未整備田５，０００下 田

畑かんあり１０，０００普 通 畑
畑

畑かんなし３，０００普 通 畑

出水市農作業賃金等標準額

出水市標準小作料 （１０ａ当）

※ご家庭で見やすい所にお張りください。
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　市では、地域経済の振興と自主財源の確保を図るため、市ホームページと「広報いずみ」に掲載する広告を
募集します。企業・商店のＰＲのほか、イベントの宣伝などにご活用ください。

■市ホームページ、■市ホームページ、「広報いずみ」「広報いずみ」に掲載するに掲載する
広告を募集します！広告を募集します！

◆ 　「広報いずみ」のフルカラー広告◆　市ホームページのバナー広告

　毎月発行の「広報いずみ」は、市内の世帯に配布され
るほか、関東・関西・福岡在住の「ふるさと大使」の皆
さんなどに送付されます。宣伝効果が期待できます。

○規格・料金
　・基本広告（縦５４×横８７�） １５，０００円
　・拡大広告（縦５４×横１７８�）　 ３０，０００円
　※いずれもフルカラー刷り。料金は消費税込み。
○掲載する広報紙
　毎月１日発行の「広報いずみ」通常版
　（発行部数２２，０００部）
○掲載単位　「広報いずみ」発行１回ごと
　　　　　　（連続掲載は最大１２回分まで）
○広告枠数　毎号８枠以内
○申込方法
　掲載を希望する広
報紙発行月の前々月
末日（例：５月号の
場合、３月末日）ま
でに、所定の申請書
（市ホームページか
らダウンロードでき
ます。）に広告案（出
力原稿および電子
データ）を添えて提
出してください。
　広告原稿は、申込
者が作成するものと
します。

　出水市ホームページには、１カ月平均約６万件の
アクセスがあります。そのトップページにバナー広
告を掲載することにより、宣伝効果を期待できます。

○規格・料金
　・１枠（縦５０×横１２６ピクセル）　１０，０００円
　※形式はGIFまたはJPEG、データ容量は５�バイ
ト以下とする。料金は消費税込み。

○掲載する個所
　出水市ＨＰのトップページ左側
○掲載期間　　１カ月
　　　　　　　（連続掲載は最長１２カ月まで）
○広告枠数　　６枠
○申込方法
　掲載開始を希望する月の前月１０日までに、所定の
申請書（市ホームページからダウンロードできま
す。）に広告案（出力原稿および電子データ）を添え
て提出してください。
　広告原稿は、
申込者が作成
するものとし
ます。

○掲載の決定
広告内容を審査し、掲載の可否を決定して通知します。
この際、同封する納入通知書で広告料を納入していただきます。
ご不明な点などは、お気軽に下記にお尋ねください。

○掲載開始
　「広報いずみ」平成２０年５月号から（予定）
○申込・問い合わせ先
　本庁情報広報課広報統計係
　��４０３４
　電子メール　johokoho_c@city.izumi.kagoshima.jp

○掲載開始
　平成２０年４月１日から（予定）
○申込・問い合わせ先
　本庁情報広報課システム管理係
　��４０３５
 　電子メール　johokoho_c@city.izumi.kagoshima.jp

バ ナ ー 広 告 欄

広告欄見本
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《
取
り
込
み
詐
欺
と
は
》

　

商
品
だ
け
を
先
に
受
け
取
っ
て
、
代
金
を

支
払
わ
な
い
と
い
う
詐
欺
の
こ
と
で
す
。　

　

最
初
は
小
口
で
注
文
を
し
、
代
金
も
き
ち

ん
と
支
払
い
、
安
心
感
を
与
え
、
徐
々
に
注

文
数
を
増
加
し
て
い
っ
た
後
、
突
然
支
払
い

を
し
な
く
な
る
と
い
っ
た
手
口
が
一
般
的
で
、

い
つ
の
間
に
か
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
、
跡

形
も
な
く
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

《
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
》

◎
日
ご
ろ
の
取
引
に
お
い
て
、「
う
ま
い
話

に
は
乗
ら
な
い
」、「
相
手
先
や
紹
介
者
の

確
認
作
業
を
怠
ら
な
い
」と
い
っ
た
基
本

的
な
姿
勢
で
臨
み
ま
し
ょ
う
。

◎
知
ら
な
い
会
社（
個
人
）か
ら
の
注
文
は
前

金
や
代
金
引
換
と
し
ま
し
ょ
う
。

◎
突
然
大
量
の
注
文
が
来
た
場
合
に
は
即
応

し
な
い
よ
う
に
し
、
相
手
の
所
在
地
や
連

絡
場
所
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

◎
契
約
書
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
簡
単
に
は
信
用
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◎
連
絡
が
急
に
途
絶
え
る
パ
タ
ー
ン
と
し
て

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
式
の
携
帯
電
話
を
利

用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

◎
同
じ
仲
間
な
ど
と
連
絡
を
密
に
取
り
合
い
、

情
報
は
共
有
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
も
し
も
の
と
き
は
》

　

怪
し
い
と
思
わ
れ
る
場
合
や
被
害
に
遭
っ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
最
寄
り
の
警
察
署
か

駐
在
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
水
産
課
農
畜
産
係

（
�
�
４
０
５
６
）

高
尾
野
支
所
産
業
建
設
課
産
業
振
興
グ

ル
ー
プ（
�
�
５
４
２
３
）

野
田
支
所
産
業
建
設
課
産
業
振
興
グ
ル
ー

プ（
�
�
４
８
１
６
）

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

農
作
物
の

　

取
り
込
み
詐
欺
被
害
の
ポ
イ
ン
ト

　

米
・
野
菜
・
果

樹
等
、
農
作
物
の

「
取
り
込
み
詐
欺
」

（
架
空
の
会
社
を

名
乗
り
、
米
な
ど

の
農
作
物
の
注
文

を
し
な
が
ら
代
金

を
支
払
わ
な
い
）

被
害
が
県
内
各
地

で
出
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
未
然
に

防
止
す
る
よ
う
甘

い
話
な
ど
に
は
決

し
て
乗
ら
な
い
な

ど
防
犯
意
識
の
向

上
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

農林水産課からのお知らせ農林水産課からのお知らせ
農作物の取り込み詐欺に気をつけましょう�

�

�

�

�

��������������������������������������������

��������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�問い合わせ先　本庁企画政策課地域振興係（��４０３６）
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おお らら せせ知知
　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

下
肢
障
害
６
級
以
上
を
含
む
異
な

る
部
位
の
複
数
の
障
害
を
合
算
し

た
等
級
が
２
級
以
上
の
場
合
、
生

計
同
一
者
ま
た
は
常
時
介
護
者
に

よ
る
自
動
車
の
運
転
は
、
自
動
車

税
、
軽
自
動
車
税
、
自
動
車
取
得

税
が
、
新
た
に
減
免
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

【
現　

行
】

　

異
な
る
部
位
の
障
害
等
級
の
合

算
判
定
は
行
わ
な
い
た
め
、
生
計

同
一
者
又
は
常
時
介
護
者
に
よ
る

自
動
車
の
運
転
は
、
各
部
位
の
障

害
等
級
が
一
定
の
等
級
に
該
当
し

な
い
場
合
は
、
減
免
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

【
変
更
後
】（
４
月
１
日
か
ら
）

　

下
肢
障
害
６
級
以
上
を
含
み
、

か
つ
、
異
な
る
部
位
の
障
害
等
級

の
合
算
判
定
の
結
果
、
合
算
後
の

等
級
が
２
級
以
上
と
な
る
場
合
、

生
計
同
一
者
又
は
常
時
介
護
者
に

よ
る
自
動
車
の
運
転
は
、
減
免
対

象
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
�
�
４
０
４
５
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

福
祉
グ
ル
ー
プ

（
�
�
５
４
２
２
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
グ
ル
ー
プ（
�
�
４
８
１
４
）

　

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
、

３
月　

日
で
す
。

３１

　

こ
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
法
律

の
規
定
に
よ
り
、
特
別
弔
慰
金
を

受
け
る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。
対

象
者
は
、
期
限
ま
で
に
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
お

１７

い
て
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
◎
父
母
、
◎
孫
、
◎
祖
父
母
、

◎
兄
弟
姉
妹（
戦
没
者
等
と
生

計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ
た

方
等
は
除
き
ま
す
。
）

④
前
記
③
以
外
の
◎
父
母
、
◎
孫
、

◎
祖
父
母
、
◎
兄
弟
姉
妹

⑤
前
記
①
か
ら
④
以
外
の
三
親
等

内
の
親
族（
戦
没
者
等
の
死
亡

時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

り
ま
す
。
）

給
付
内
容

額
面　

万
円
の
国
債
で
支
給
。

４０

（
平
成　

年
か
ら
同　

年
ま
で

１８

２７

の　

年
間
で
、
毎
年
４
万
円
ず

１０
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。）

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
�
�
４
０
４
５
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

福
祉
グ
ル
ー
プ

（
�
�
５
４
２
２
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
グ
ル
ー
プ（
�
�
４
８
１
４
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成　

年
２０

度
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

●
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

大
学
な
ど（
大
学
院
や
修
業
年

限
２
年
以
上
の
教
育
施
設《
専

門
学
校
な
ど
》も
含
み
ま
す
）に

在
学
す
る
者

●
品
行
方
正
、
学
業
優
秀
、
身
体

強
健
で
あ
る
者

●
保
護
者
が
本
市
に
３
年
以
上
居

住
し
、
学
資
の
支
払
い
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
者

奨
学
生
の
種
類
と
月
額

一
般
貸
与
奨
学
生（
本
市
の
み
の

奨
学
金
を
受
け
る
者
）

◆
高
等
学
校
生
１
万
円
以
内

◆
高
等
専
門
学
校
生
２
万
円
以
内

◆
大
学
生
な
ど
４
万
円
以
内

特
別
貸
与
奨
学
生（
本
市
以
外
の

奨
学
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
者
）

◆
高
等
専
門
学
校
生
１
万
円
以
内

◆
大
学
生
な
ど
１
万
８
千
円
以
内

奨
学
生
の
決
定

選
考
委
員
会
の
審
査
で
決
定
し
、

６
月
初
旬
ご
ろ
保
護
者
に
通
知

し
ま
す
。

申
込
方
法

所
定
の
願
書（
本
庁
教
育
総
務

課
お
よ
び
市
民
相
談
室
、
高
尾

野
教
育
支
所
生
涯
学
習
室
、
野

田
教
育
支
所
生
涯
学
習
室
に
準

備
し
て
あ
り
ま
す
。
）に
推
薦

調
書
な
ど
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

４
月
１
日（
火
）か
ら

同　

日（
水
）ま
で

３０

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
教
育
総
務
課

　
（
�
�
４
０
７
８
）

▽
高
尾
野
教
育
支
所
生
涯
学
習
室

　
（
�
�
５
４
５
１
）

▽
野
田
教
育
支
所
生
涯
学
習
室

　
（
�
�
２
０
２
６
）

 

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

名
義
変
更
や
住
所
変
更
、
廃
車
の

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

原
動
機
付
自
転
車（　

�
以
下
）

１２５

や
小
型
特
殊
自
動
車（
農
作
業
用
）

な
ど
の
手
続
き
は
税
務
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
福
祉
課
で
、
軽
自
四

輪
車
、
軽
自
二
輪
車
な
ど
の
手
続

き
は
県
軽
自
動
車
協
会（
�
０
９

９
―
２
６
１
―
４
０
１
１
）で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
課
税
係

（
�
�
４
０
３
１
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
税
務

グ
ル
ー
プ（
�
�
５
４
０
６
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ

ル
ー
プ（
�
�
４
８
１
２
）

身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
へ　

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か
？

市
の
奨
学
生
を
募
集

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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おお らら せせ知知
　

市
で
は
、
市
か
ら
の
送
付
用
の

封
筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し

ま
す
。

申
込
方
法　

３
月　

日（
金
）ま
で

２８

に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、

電
子
メ
ー
ル
等
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
応
募
締
め
切
り
後
、
市
広
告
掲

載
基
準
を
基
に
審
査
し
、
決
定

し
た
後
に
掲
載
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
行
政
係

（
�
�
４
０
２
２：

直
通
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
�
０
６
８
０
、
Ｅ
メ
ー

ル：
som
uka_c@

city.izum
i.

kag
oshim

a.jp

）

　

平
成　

年
度
の
市
政
モ
ニ
タ
ー

２０

を
募
集
し
ま
す
。

仕
事
の
内
容

◎
市
政
に
関
し
て
気
づ
い
た
こ
と

や
要
望
な
ど
を
随
時
通
信（
郵

送
）す
る
こ
と

　

※
通
信
費
用
は
、
市
が
負
担
し

ま
す
。

任　
　

期

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２１

３１

募
集
人
員　
　

名
１８

応
募
期
限　

３
月　

日（
月
）ま
で

３１

応
募
方
法

郵
便
は
が
き
に
、
①
住
所
、
②

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
③
電
話
番

号
、
④
応
募
の
動
機（
簡
単
で

結
構
で
す
。）を
明
記
の
上
、
は

が
き
の
表
に「
市
政
モ
ニ
タ
ー

応
募
」と
朱
書
き
し
て
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

そ　
の　
他

①
モ
ニ
タ
ー
任
期
満
了
時
に
謝
礼

を
差
し
上
げ
ま
す
。

②
採
用
者
の
決
定
は
、
５
月
以
降

と
な
り
ま
す
。

③
過
去
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
経
験

の
あ
る
方
は
、
応
募
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
情
報
広
報
課
広
報
統
計
係

（
�
�
４
０
３
４
）

　

市
で
は
、
本
庁
舎
内
の
壁
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し

て
、
絵
画
や
風
景
写
真
な
ど
を
掲

示
す
る
予
定
で
す
。

　

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
絵
画
や

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

規　
　

格

縦　

�
、
横　

�
の
大
き
さ
に

９０

１５０

収
ま
る
も
の

募
集
期
間　

随
時

申
込
方
法

内
容
の
分
か
る
写
真
等
の
裏
面

に
寸
法
、
連
絡
先
等
を
記
入
の

上
、
本
庁
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

そ　
の　
他

　

応
募
作
品
は
、
市
が
無
償
で

借
用
し
、
自
然
損
耗
等
に
よ
る

損
害
に
つ
い
て
は
、
賠
償
責
任

を
負
わ
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

　

空
き
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
応
募
が
多
数
の
場
合

は
、
掲
示
期
間
を
設
定
し
、
架

け
替
え
て
い
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
行
政
係

（
�
�
４
０
２
２
）

市
の
封
筒
に
掲
載
す
る

広
告
を
募
集

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

個
人
の
絵
画
、
写
真
等

を
募
集

１枠の掲載料枠の規格募集枠
掲載枚数

（約１年間分）
封筒規格

９０，０００円６�×２０�４枠４万枚角形２号

１００，０００円８．５�×９�２枠４万５千枚長形３号

８５，０００円６．５�×９�２枠４万５千枚長形４０号

相
談
日

　

毎
週
木
曜
日（
祝
日
の
場
合
は

金
曜
日
）

時　

間

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

場　

所　

市
社
会
福
祉
会
館

内　

容　

心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と

問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
�
�
２
１
４
０
）

心
配
ご
と
相
談

予 備 自 衛 官 補 募 集予 備 自 衛 官 補 募 集

「予備自衛官補」とは？
・自衛官未経験者が教育訓練を受けて予備自衛官
になるための制度です。

教育訓練はどれくらい？
・一般公募が３年以内に５０日（合計４００時間）
・技能公募が２年以内に１０日間（合計８０時間）

手当などはあるの？
・教育訓練招集手当が日額７，９００円のほか、自宅から訓練
場所までの交通費を支給します。

受付等について
・受付締切　　４月１４日（月）まで。
・試験期日および場所
一般　　４月１９日（土）　国分駐屯地
技能　　４月２０日（日）　健軍駐屯地（熊本市）

詳しくは・・・
自衛隊鹿児島地方協力本部薩摩川内出張所（�０９９６－２２－
２４０１）
または、本庁市民生活課生活環境係（��４０４２）までご連
絡ください。

（防衛省・自衛隊）



14広報いずみ ２００８（平成２０年）３/１号

国民年金情報・消費生活情報
　

国
民
年
金
保
険
料
が
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
納
付
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
２
月
か
ら
被
保
険
者

２０

か
ら
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
、

平
成　

年
３
月
分
の
保
険
料
か
ら

２０

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
が

で
き
ま
す
。
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
で
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

納
付
で
き
る
保
険
料
は

◎
定
額
保
険
料（
１
万
４
千　

円
）

１００

（
平
成　

年
度
）

１９

◎
付
加
保
険
料
込
み
の
定
額
保
険

料（
１
万
４
千　

円
）（
平
成　

５００

１９

年
度
）

◎
１
年
前
納
保
険
料

◎
半
年
前
納
保
険
料

支
払
い
方
法
は

◎
毎
月
支
払
い
↓
毎
月
の
保
険
料

を
当
月
末
に
立
替
。
割
引
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◎
１
年
前
納
↓
４
月
か
ら
翌
年
３

月
分
ま
で
の
保
険
料
を
ま
と
め

て
４
月
末
に
立
替
。
割
引
額
は

現
金
で
１
年
分
を
前
納
い
た
だ

く
場
合
と
同
様
で
す
。

◎
半
年
前
納
↓
４
月
分
か
ら
９
月

分
ま
で
の
保
険
料
を
４
月
末
に
、

　

月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で

１０の
保
険
料
を　

月
末
に
そ
れ
ぞ

１０

れ
ま
と
め
て
立
替
。
割
引
額
は

　

問
い
合
わ
せ
先

　

▽
本
庁

　
　

市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課　

　

（
�
�
２
１
１
１
）

　

卒
業
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
、
多

く
の
若
者
が
新
し
い
生
活
を
始
め

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、

悪
質
業
者
は
あ
の
手
こ
の
手
で
社

会
経
験
の
少
な
い
若
者
を
狙
っ
て

い
ま
す
の
で
、
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
】

　

街
頭
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

と
称
し
て
近
づ
き
、
営
業
所
な
ど

に
連
れ
込
み
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
契
約
を
迫
る
商
法
。

※
化
粧
品
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
ダ

　

イ
エ
ッ
ト
食
品
、
エ
ス
テ
な
ど
。

【
資
格
商
法
】

　

職
場
な
ど
に
電
話
を
か
け
て
き

て
、「
資
格
を
取
る
と
就
職
に
有

利
に
な
る
」と
か
、「
近
々
国
家
資

格
に
な
る
」な
ど
と
し
つ
こ
く
受

講
を
迫
る
商
法
。
電
話
を
早
く
切

り
た
い
一
心
で
適
当
に
あ
い
づ
ち

を
打
っ
た
り
、
あ
い
ま
い
に
答
え

た
り
す
る
と
、
そ
の
返
事
を
利
用

さ
れ
契
約
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
注
意
が

必
要
。

　

ま
た
、
前
に
資
格
講
座
を
受
講

し
た
人
に
対
し「
ま
だ
講
座
が
終

了
し
て
い
な
い
」な
ど
と
言
っ
て
、

新
た
に
契
約
さ
せ
ら
れ
る
二
次
被

害
も
増
え
て
い
る
。

※
各
種
資
格
の
教
材
や
講
座
な
ど
。

【
マ
ル
チ（
ま
が
い
）商
法
】

　
「
誰
で
も
簡
単
に
高
収
入
が
得

ら
れ
る
」と
い
う
よ
う
な
説
明
で
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
組
織
の

会
員
が
新
た
な
会
員
を
勧
誘
し
、

組
織
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
式
に
拡
大
さ

せ
て
い
く
商
法
。
人
を
入
会
さ
せ

る
こ
と
で
マ
ー
ジ
ン
が
入
る
こ
と
、

入
会
の
際
に
商
品
を
購
入
す
る
な

ど
一
定
の
金
銭
的
負
担
が
必
要
な

こ
と
が
特
徴
。

※
化
粧
品
、
浄
水
器
、
健
康
食
品

　

な
ど
。

　

ま
た
、
悪
質
商
法
で
な
く
て
も
、

無
計
画
な
借
金
を
し
た
ば
か
り
に
、

多
重
債
務
に
陥
る
と
い
う
ケ
ー
ス

も
増
え
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
ト
ラ
ブ
ル
を

回
避
す
る
に
は
、「
甘
い
誘
い
に

乗
ら
な
い
」、「
毅
然
と
し
た
態
度

で
断
る
」、「
契
約
の
内
容
は
し
っ

か
り
確
認
し
、
即
決
し
な
い
」、

「
不
審
に
思
っ
た
ら
相
談
す
る
」こ

と
が
大
切
で
す
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は
本

庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
�
�
４
０
４
２
）ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

若
者
を
狙
う
悪
質
商
法

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

国
民
年
金
情
報
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�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

知知知知知知知知知知っっっっっっっっっってててててててててててててててててててて知ってて
よよよよよよよよよよかかかかかかかかかかっっっっっっっっっったたたたたたたたたた！！！！！！！！！！よかった！　
消費生活情報
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�

�

�
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�������

�
�
�
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�
�
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�
�
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�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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現
金
で
半
年
分
を
前
納
い
た
だ

く
場
合
と
同
様
で
す
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
は
、

口
座
振
替
割
引
が
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
カ
ー
ド
会
社
へ
の
支
払
回
数
は
、

１
回
払
い
の
み
と
な
り
ま
す
。

（
分
割
払
い
や
リ
ボ
払
い
等
は

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。）

　

厚
生
年
金
保
険
料
が
給
与
か
ら

天
引
き
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
事
業
主
か
ら
保
険
料
の
納

付
や
資
格
な
ど
の
届
出
が
さ
れ
て

い
な
い
方
に
年
金
を
お
支
払
い
す

る
法
律
が
で
き
ま
し
た
。

今
ま
で
は
・
・
・

　

厚
生
年
金
保
険
料
が
給
与
天
引

き
さ
れ
て
い
て
も
、
事
業
主
か
ら

保
険
料
の
納
付
や
厚
生
年
金
の
資

格
な
ど
の
届
出
が
な
か
っ
た
場
合

で
あ
っ
て
、
保
険
料
の
徴
収
権
が

時
効
消
滅
と
な
る
２
年
を
経
過
し

た
と
き
は
、
そ
の
記
録
は
年
金
に

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
・
・
・

　

厚
生
年
金
特
例
法
の
成
立
に
よ

り
、
厚
生
年
金
保
険
料
の
給
与
天

引
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
年
金
記
録

確
認
第
三
者
委
員
会
で
認
定
さ
れ

た
と
き
は
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ

れ
て
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

川
内
社
会
保
険
事
務
所

（
�
０
９
９
６
―
２
２
―
５
２

７
６
）

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

（
�
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１

６
５
）

相
談
日　

３
月　

日（
木
）

１３

時　

間　

▼
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

０
時　

分
ま
で　

▼
午
後
１
時

１５

か
ら
同
３
時
ま
で

場　

所　

本
庁
大
会
議
室

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
き
等

相
談
員　

川
内
社
会
保
険
事
務
所

職
員

※
込
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

納
付
で
き
ま
す
！

厚
生
年
金
特
例
法
に
つ
い
て

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設
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〜
お
い
し
く
、
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
す
か
？
〜

　

私
た
ち
の
か
ら
だ
は
、
約　

兆
６０

個
の
細
胞
か
ら
で
き
て
お
り
、
髪

の
毛
や
皮
膚
、
血
管
な
ど
す
べ
て

が
一
つ
一
つ
の
細
胞
か
ら
で
き
て

い
ま
す
。
健
康
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
こ
の
細
胞
一
つ
一
つ
が
元

気
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
老

化
の
進
行
を
ゆ
る
や
か
に
し
、
健

康
長
寿
を
め
ざ
す
た
め
に
は
、
毎

日
の
食
事
に
よ
っ
て
、
細
胞
に
必

要
な
栄
養
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
好
き
な
食
べ
物
ば
か

り
を
食
べ
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が

偏
る
と
、
か
ら
だ
の
中
の
筋
肉
や

血
液
な
ど
を
つ
く
る
材
料
が
余
っ

た
り
、
不
足
し
た
り
す
る
こ
と
に

よ
り
、
体
調
不
良
や
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。

　

食
事
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
る
た

め
に
は
、
献
立
を
考
え
る
と
き
、

主
食（
ご
飯
・
パ
ン
・
麺
な
ど
の

穀
類
）・
主
菜（
魚
・
肉
・
卵
・
大

豆
製
品
）・
副
菜（
野
菜
・
き
の

こ
・
海
草
）を
毎
食
そ
ろ
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
朝
は

忙
し
く
、
朝
食
で
主
食
・
主
菜
・

副
菜
を
そ
ろ
え
る
の
が
難
し
い
と

い
う
方
は
、
主
菜
の
代
わ
り
に

ヨ
ー
グ
ル
ト
等
の
乳
製
品
、
副
菜

の
代
わ
り
に
バ
ナ
ナ
等
の
果
物
を

組
み
合
わ
せ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

朝
食
は
、
眠
っ
て
い
た
か
ら
だ
を

目
覚
め
さ
せ
る
大
切
な
役
割
を
し

て
お
り
、
い
き
い
き
と
し
た
一
日

を
始
め
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
り
ま
す
の
で
、
毎
日
、
欠
か

さ
ず
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
外
食
を
し
た
り
お
弁
当
を

買
っ
た
り
す
る
と
き
は
、
不
足
し

が
ち
な
副
菜
を
意
識
し
て
取
る
こ

と
に
よ
り
、
主
食
・
主
菜
の
み
に

な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　

食
事
は
し
っ
か
り
よ
く
噛
ん
で
、

ゆ
っ
く
り
と
味
わ
っ
て
食
べ
る
こ

と
で
消
化
が
よ
く
な
り
、
必
要
な

栄
養
が
効
率
よ
く
吸
収
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
い
し
く
楽
し
い
食
事
の

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

食
事
は
元
気
の
源 24

図
書
館
の
利
用
方
法

◎
ど
な
た
で
も
館
内
で
本
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
か
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方
は
、
利

用
者
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て

本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
１
枚
の
利
用
者
カ
ー
ド
で
市
内

の
３
館
す
べ
て
に
利
用
で
き
ま

す
。

◎
本
は
３
館
合
わ
せ
て
８
冊
ま
で
、

２
週
間
の
期
限
で
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

新
し
い
本
の
紹
介
（
予
定
）

《
幼
児
・
小
学
生
》

◎
モ
グ
と
い
た
ず
ら
ぎ
つ
ね

（
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
カ
ー
）◎
か
ん
た

ん
せ
ん
せ
い
と
ラ
イ
オ
ン（
斉
藤

洋
）◎
ふ
し
ぎ
な
で
ま
え（
か
が
く

い
ひ
ろ
し
）◎
ふ
た
り
で
ブ
ラ
ン

コ（
イ
ロ
ー
ナ
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
）◎

王
の
森
の
ふ
し
ぎ
な
木（
ジ
ェ

ニ
ー
・
ニ
モ
）◎
か
え
る
を
の
ん

だ
と
と
さ
ん（
日
野
十
成
）◎
あ
め

だ
ま
を
た
べ
た
ラ
イ
オ
ン（
今
江

祥
智
）◎
す
っ
と
び
犬　

指
名
手

配（
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ス
ト
ロ
ン
グ
）

◎
た
ん
じ
ょ
う
日
の
び
っ
く
り
プ

レ
ゼ
ン
ト（
那
須
正
幹
）・
・
・
等

《
小
学
生
・
中
学
生
》

◎
あ
た
ま
山（
斉
藤
洋
）◎
か
ん
が

え
る
の
っ
て
お
も
し
ろ
い（
小
池

昌
代
）◎
ぼ
く
の
友
だ
ち（
高
橋
秀

雄
）・
・
・
等

《
高
校
生
・
一
般
》

◎
エ
ク
サ
バ
イ
ト（
服
部
真
澄
）◎

上
海
の
海
と
、
大
阪
の
月（
新
津

き
よ
み
）◎
ド
ラ
キ
ュ
ラ
城
の
舞

踏
会（
赤
川
次
郎
）◎
や
さ
し
い
ダ

ン
テ〈
神
曲
〉（
阿
刀
田
高
）◎
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ー
ル（
町
田
康
）◎
平
成

大
家
族（
中
島
京
子
）◎
う
ち
へ
か

え
ろ
う（
小
川
内
初
枝
）◎
親
指
の

恋
人（
石
田
衣
良
）◎
そ
う
か
、
も

う
君
は
い
な
い
の
か（
城
山
三
郎
）

◎
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ヴ
ァ
ニ
テ
ィ

（
筒
井
康
隆
）◎
ぬ
ば
た
ま（
あ
さ

の
あ
つ
こ
）◎
光
の
指
で
触
れ
よ

（
池
澤
夏
樹
）◎
新
・
御
宿
か
わ
せ

み（
平
岩
弓
枝
）◎
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の

家（
伊
藤
た
か
み
）◎
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

ト
・
キ
ャ
ッ
ツ（
重
松
清
）◎
セ
カ

ン
ド
ム
ー
ン（
上
杉
那
郎
）◎
阪
急

電
車（
有
川
浩
）◎
セ
・
シ
・
ボ
ン

（
平
安
寿
子
）◎
相
棒（
五
十
嵐
貴

久
）◎
運
命
の
書　

上
・
下（
ブ

ラ
ッ
ド
・
メ
ル
ツ
ァ
ー
）◎
わ
が

ま
ま
な
や
つ
ら（
エ
イ
ミ
ー
・
ベ

ン
ダ
ー
）◎
海
の
救
助
隊（
リ

チ
ャ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
）・
・
・
等

【
読
み
聞
か
せ
】

　

中
央
図
書
館

　
　

毎
週
水
曜
日　

午
後
４
時

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

毎
週
月
曜
日　

午
後
４
時

　

野
田
図
書
館

　
　

毎
週
木
曜
日　

午
後
４
時

　
　
（
３
月
は
第
３
週
は
休
み
）

【
親
子
読
書
教
室
・
す
く
す
く
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
２
火
曜
日

　
　

午
前　

時　

分

１０

３０

【
成
人
読
書
会
・
い
も
つ
る
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
３
月
曜
日　

午
前　

時
１０

３月の休館日開 館 時 間

３日、１０日、１７日、
２０日、２４日、３１日

平日　午前９時～午後８時
土曜・日曜日
　　　午前９時～午後６時

中央図書館 
(��2105)

６日、１３日、２０日、
２７日

　　　午前９時～午後６時高尾野図書館
(��5452）

７日、１４日、２０日、
２１日、２８日

　　　午前９時～午後６時野田図書館    
 (��3100)

図
書
館
だ
よ
り
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毎
年
恒
例
と
な
っ
た
、「
ツ
ル
の
ね
ぐ
ら

を
見
よ
う
！
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」が
１
月

　

日
に
開
催
さ
れ
、
市
内
外
の
約　

人
が

２０

２７０

参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、

参
加
者
は
、
出
発
地
点
で
あ
る
肥
薩
お
れ

ん
じ
鉄
道
の
出
水
駅
前
に
集
合
。

　

午
前
９
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
米
ノ
津
川

沿
い
か
ら
八
代
海
沿
い
を
通
り
、
昼
食
場

所
で
あ
る
市
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。

同
観
察
セ
ン
タ
ー
で
昼
食
を
取
っ
た
後
、

野
田
郷
駅
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
コ
ー
ス
の
途
中
に
あ
る
ク

レ
イ
ン
パ
ー
ク
や
感
応
寺
を
見
物
し
な
が

ら
、
約　

�
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

１８

　

１
月　

日
、
本
庁
大
会
議
室
で
、
災
害

１５

発
生
時
や
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

場
合
に
、
災
害
復
旧
活
動
等
が
迅
速
か
つ

適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
新
た
に
５
団

体
と「
災
害
時
に
お
け
る
応
援
協
定
」を
締

結
し
ま
し
た
。　

　

社
会
福
祉
法
人
の
鶴
寿
会（
吉
井
八
郎
理

事
長
）、
興
正
会（
小
幡
美
枝
子
理
事
長
）、

双
葉
会（
來
仙
�
理
事
長
）の
３
団
体
と
、

「
１
人
で
の
避
難
が
困
難
な
方
等（
災
害
時

要
援
護
者
の
受
け
入
れ
や
送
迎
」を
、
ま
た
、

南
九
州
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ（
株
）

（
本
坊
幸
吉
代
表
取
締
役
）、
ワ
ー
ル
ド
サ

ン
フ
ー
ズ（
株
）（
川
原
嘉
裕
代
表
取
締
役
）

の
２
飲
料
関
連
会
社
と
、「
自
動
販
売
機
の

機
内
商
品
の
無
償
提
供（
本
庁
１
階
に
設

置
）」を
し
て
い
た
だ
く
応
援
協
定
で
す
。

災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

　

昭
和　

年
か
ら
市
総
合
運
動
公
園
の
一

４９

角
に
展
示
さ
れ
て
い
た
蒸
気
機
関
車
が
１

月　

日
、
出
水
駅
西
口
に
移
設
さ
れ
ま
し

２５
た
。

　

移
設
は
、
平
成　

年
７
月
の
鹿
児
島
県

１８

北
部
豪
雨
災
害
に
伴
う
米
ノ
津
川
河
川
改

修
事
業
に
よ
る
も
の
で
、
作
業
の
安
全
を

考
え
同
日
午
前
１
時
か
ら
２
時
間
余
り
か

け
て
慎
重
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
関
車
は
、
昭
和　

年
製
造
の
Ｃ

１２

　

型
。
同　

年
の
第　

回
国
民
体
育
大
会

５６

４７

２７

（
太
陽
国
体
）で
は
天
皇
陛
下
の 
御  
召 
列
車

お 

め
し

を
引
く
大
役
を
果
た
し
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

移
設
先
の
展
示
場
は
整
備
さ
れ
、
公
開

式
典
が
３
月　

日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

１６

深
夜
に
蒸
気
機
関
車
を

移
設

雨
に
も
負
け
ず

　

１
月　

日
、
東
出
水
小
学
校
の
３
年
生

３１

が
校
区
の
老
人
会
の
皆
さ
ん
に
豆
腐
の
作

り
方
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
一
緒
に

き
な
粉
と
豆
腐
を
作
り
ま
し
た
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
大
豆

を
栽
培
し
、
収
穫
し
た
大
豆
は
枝
豆
と
し

て
食
べ
た
り
、
き
な
粉
や
豆
腐
に
加
工
し

て
食
べ
た
り
す
る
な
ど
、「
食
」に
つ
い
て

の
関
心
を
高
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
で
は
地
域
の
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば

あ
さ
ん
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
大
切

に
し
よ
う
と
、
年
に
６
回
、
東
出
水
校
区

の
老
人
会
の
方
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
の
き
な
粉
と
豆
腐
作

り
体
験
も
、
そ
の
活
動
の
一
つ
で
す
。

き
な
粉
と
豆
腐
を

作
り
ま
し
た
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フォトニュース フォトニュース 

　１月２１日、東出水小学校で本物の舞台芸術体験事
業が行われ、東出水、大川内、上場の各小学校の児
童が、東京の劇団『笑う猫』の「スクラップ」と題した
ミュージカルパフォーマンスを体験しました。
　この事業は、体験できる舞台芸術を子どもたちに
提供することを目的に文化庁が実施しているもので、
本年度は東出水小学校で公演されました。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
体
験
！

　１月２５日、紺綬褒章が授与された井手上澄雄さ
ん（荘上）への伝達式が市長室で行われました。
　井手上さんは、長年にわたり日本赤十字社の発
展に寄与されており、今回の受章はその功績が認
められたものです。

　文化財防火デーの１月２６日、国の「重要伝統的建
造物群保存地区」に選定されている出水麓武家屋敷
群で防火訓練が行われました。
　防火訓練には、周辺住民約３０人が参加。消火器を
使った消火訓練を参加者全員で行い、防災に対する
意識を高めました。

文
化
財
を
守
ろ
う
！

　昨年１２月に出水ライオンズクラブ（本村満彰会
長）から寄贈されたＡＥＤ（自動体外式除細動器）の
操作を習得するため、２月２５日、市内の小中学校、
出水商業高等学校の養護教諭２２人が、ＡＥＤの操
作と心肺蘇生法について学びました。

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
開
催

　出水管工事協同組合（竹田行成理事長）の会員が１２
月２０日、ボランティアで小原水源地の清掃作業を行
いました。
　同組合は、市内の水道工事業者で組織され、水源
地への感謝の気持ちを込め、昭和５１年から毎年この
日に行われています。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

水
源
地
を
清
掃
！

紺
綬
褒
章
を
授
与

　出水市女性団体連絡会主催の「平成１９年度出水市
女性大会」が１月２４日、市音楽ホールで開かれ、市
内１６の女性団体の会員ら約３００人が参加しました。
　同大会は、女性の地位向上と生きがいに満ちた地
域づくりを目指そうと開催されているものです。

出
水
市

女
性
大
会
を
開
催
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第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真コココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテススススススススススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトいずみ観光写真コンテスト

○観光部門：ツルや武家屋敷群等の観光資源を撮影○観光部門：ツルや武家屋敷群等の観光資源を撮影

　本市の代表的観光資源であるツルと武家屋敷群のほか、イベントを題材にした第３回いずみ観光写真コンテストを開催しまし
た。 
　このコンテストの受賞作品は、市役所本庁およびツル観察センター２階に展示してありますので、ご覧ください。

○イベント部門：夏祭りやツルマラソン大会等のイベントを撮影○イベント部門：夏祭りやツルマラソン大会等のイベントを撮影

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののののののののののイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト月のイベント
第１１回荘地区ツルを送る第１１回荘地区ツルを送る
フェスティバルフェスティバル

中の市（そば市）中の市（そば市） 第第4545回ツルを送るまつり歌謡大会回ツルを送るまつり歌謡大会

三田りょう三田りょうさんさんが３月２日が３月２日
ツル観察センターに来る！ツル観察センターに来る！

観光部門準グランプリ「秋のおわり」 
出水市　丁　政彦　氏観光部門グランプリ「夜明けのファミリー」 

熊本県八代市　田中　富美穂　氏

イベント部門準グランプリ 
「武者行列」
出水市　松下　治夫　氏

イベント部門グランプリ「兵六踊り」
出水市　丁　政彦　氏

イベント部門準グランプリ 
「兵六踊り」
出水市　田中　繁　氏

「時のはざまに」肝属町　都甲　信久　氏

日時：３月２日（日）午前１０時 
場所：市ツル観察センター駐車場 
内容：ツルの北帰行の無事を祈り開催さ
れます。イベントとして歌手三田りょう
さんのコンサートのほか、餅つきや餅投
げがあります。

期日：３月２０日・２１日 
場所：高尾野町市街地 
内容：鹿児島県の三大市のひとつ。別名
「そば市」とも呼ばれています。 
３００の露天が並ぶほか、地元の兵六太
鼓・五つ太鼓。屋久島物産展、手打ちそ
ば即売、そばの早食い競争などイベント
盛りだくさん。 
　また、肥薩おれんじ鉄道では、３月２０
日に臨時列車を運行します。

日時：３月２２日（土）午後６時３０分 
場所：出水公会堂 
内容：出水からシベリアへ北帰行する
ツルの無事を願って行われる歌謡大会
です。地元企業や各種団体が紅白に分
かれて、自慢ののどや趣向を凝らした
演出で会場をわかせます。

観
光
部
門
準
グ
ラ
ン
プ
リ
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○出水郡医師会では、日・祝日の当番医に加え、平日の午後８時から同１１時まで、救急患者に限り診療協力をしています。
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。
○当番医での受診は、急患に限ります。○小児科夜間の時間を９月から変更しました。
※［当］：日曜在宅当番医（午前９時～午後５時）、［夜］：夜間当番医（午後８時～同１１時）、［児夜］：小児科夜間当番医（午後７時～同１０時）

当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医ののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせ当番医のお知らせ

３　　　　　月

医 療 機 関 名日医 療 機 関 名日

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
１７�

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
１� �○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
１８�

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６４ ８８００名古東泌尿器・性病・内科林泌尿器科クリニック［当］

２�

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
１９�

�○６２ ２３１１千本付脳神外・脳神内科さくら通りクリニック［当］
�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ ３６３９（阿久根市）内・外科林胃腸科外科［当］
�○８２ ００６５大久保内・外・小児科朝倉医院［当］

２０�

�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］
�○６７ ２０３１早 馬外・胃腸科井上医院［当］�○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］
�○７３ １０５５（阿久根市）内・小児科上園医院［当］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
�○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］
�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

３�
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

２１�
�○７５ ２１２１（阿久根市）精神・内科脇本病院［夜］

４�
�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
�○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］

２２�
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

５�
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○６４ １５００鹿 島こどもクリニック永松［児夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

６�
�○６４ １５００鹿 島小児・内科こどもクリニック永松［当］

２３�

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
�○６７ ２６００天神・出水産婦・内・外科境田医院［当］�○６２ ３１１１東大野原内・外科吉井中央病院［夜］

７�
�○７３ １５５１（阿久根市）内・外・泌尿器科内山病院［当］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

８� �○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］
�○６４ １５００鹿 島こどもクリニック永松［児夜］�○６４ ２１０１太鼓橋内・消化器科友愛クリニック［当］

９�

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
２４�

�○６４ ８２６０六月田中整外科整形外科ばばぐちクリニック［当］
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７２ １０４１（阿久根市）整外科植村整形外科［当］
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

２５�
�○７５ ２１２１（阿久根市）精神・内科脇本病院［当］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○８６ ００５４（長島町）内・外科鷹巣診療所［当］
�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

２６�
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

�○８２ ００１７上の原・高尾野外科高尾野医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○６２ ８６００千本付内科楠元内科医院［夜］

２７�
�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １５５１（阿久根市）内・外・泌尿器科内山病院［夜］
１０�

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
２８�

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］

１１�
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

２９�
�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
１２�

�○６３ ７７０７向 江キッズクリニック［児夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
�○６３ ７７０７向 江小児・内科キッズクリニック［当］

３０�

�○６２ ０１７０栄 町耳鼻咽喉科吉田耳鼻咽喉科［夜］
１３�

�○８２ ３１１３西水流内・精神・神経科高尾野病院［当］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○７３ ０５５３（阿久根市）内・呼吸科鶴見医院［当］�○７３ １０５５（阿久根市）内・小児科上園医院［夜］

１４�
�○８６ ００５４（長島町）内・外科鷹巣診療所［当］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

１５� �○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
�○６３ ７７０７向 江キッズクリニック［児夜］�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］
�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

３１�
�○６３ ８３００石坂・出水内・胃腸科しもぞのクリニック［当］

１６�

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６２ ０４１９諏訪馬場精神・内科出水病院［当］
�○７３ ４１８０（阿久根市）産婦・内科有村産婦人科・内科［当］
�○８８ ６４０５（長島町）内・外科長島クリニック［当］
�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
�○８２ ００１７上の原・高尾野外科高尾野医療センター［夜］
�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］
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暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららししししししししししののののののののののらしの情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報情報

３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事月の主な行事

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口
（２月１日現在：住民基本台帳）

２万４，０８３（＋　２）世 帯 数
５万７，７４３（－１４）人　　口
２万７，０５２（－　４）男
３万　６９１（－１０）女

３７出　　生
６６死　　亡
１０９転　　入
９９転　　出

（　）内は前月比

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（��０１１９）にお問い合わせください。

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医・・・・・・・・・・・・・・当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局休日当番医・当番薬局
３月２日

仲町・野田�○８４ ４７００歯 科太田歯科クリニック
早 馬�○６７ ５００２マリン薬局米ノ津店
千 本 付�○６８ ７０００さ く ら ん ぼ 薬 局

３月９日

西 町�○６３ ２３０６歯 科上 野 歯 科 医 院
太 鼓 橋�○８２ ５５５１め ぐ み 薬 局
六月田中�○６７ ５２５３フ タ ヤ 薬 局

３月１６日

（阿久根市）�○７５ ３３００歯 科ス マ イ ル 歯 科 医 院
野添・出水�○６３ ８８００Ｄ・ＭＬ五万石薬局

３月２０日

栄 町�○６３ ２１５０歯 科金 子 歯 科 医 院
町�○８２ ００３２シ バ タ 薬 局

３月２３日

（阿久根市）�○７３ ０５０８歯 科橋 口 歯 科 医 院
鹿 島�○６３ ３９７０か し ま 薬 局
天 神�○６５ ７６３７エ ン ジ ェ ル 薬 局

３月３０日

花 立 西�○６２ ８５１９歯 科つ ば さ 歯 科 医 院
向 江�○６３ ７７００さ く ら 薬 局
下 山�○６４ ２２１１し も ず る 薬 局

◎春季全国火災予防運動（７日まで）

◎中の市（２１、２２日・市高尾野支所周辺）

２日（日）�第１１回荘地区ツルを送るフェスティバル

（午前１０時・市ツル観察センター）

　　　　�市立少年少女合唱団演奏会（午後１時３０

分・市音楽ホール）

　　　　�サンデーサイエンス（午後２時・クレイン

パークいずみ）９日（同）、１６日（同）

１６日（日）�蒸気機関車移転完成式（午前１０時・出水駅

西口）

２２日（土）�第４５回ツルを送るまつり歌謡大会（午後５

時・出水公会堂）

　市民の森の春を探しに行きませんか。

　青年の家では「春の植物探検隊！」の参加者を募集

します。

日　　時　３月２２日（土）　

　　　　　午前９時～正午

　　　　　（午前８時３０分から受け付け）

集合場所　青年の家野外炊飯場

内　　容　春の植物を探しながら市民の森を歩く

（ビンゴゲーム）　

対 象 者　市内の小・中学生およびその家族

定　　員　４０人程度（先着順）

参 加 料　無料

申込期限　３月１７日（月）午後５時まで

申込方法　

青年の家に電話またはファックスでお申し込みく

ださい。

申込・問い合わせ先

　市青年の家（�○６３ ２１３５、ＦＡＸ○６２ ９４１７）

平成１９年度平成１９年度
出水市青年の家ネイチャークラブ出水市青年の家ネイチャークラブ
「春の植物探検隊！」参加者募集「春の植物探検隊！」参加者募集
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市
街
地
か
ら
山
地
の
人
家
の
あ
る

と
こ
ろ
、
農
耕
地
、
川
原
な
ど
至
る

と
こ
ろ
で
見
か
け
る
ス
ズ
メ
で
す
。

今
回
は
、
ス
ズ
メ
の
違
い
に
着
目
し

て
み
ま
し
た
。　

　

ま
ず
鳴
き
声
で
す
が
、
よ
く「
チ

ュ
ン
チ
ュ
ン　

チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
」と

聞
こ
え
ま
す
ね
。
で
も
繁
殖
期
の
オ

ス
は
違
い
ま
す
。「
チ
ュ
リ
チ
ョ
チ

ョ
ン　

チ
ュ
リ
チ
ョ
チ
ョ
ン
」と
さ

え
ず
り
ま
す
。

　

次
に
成
鳥
と
幼
鳥
の
違
い
で
す
が
、

成
鳥
は
頭
が
小
豆
色
で
目
先
か
ら
喉

に
か
け
て
黒
く
、
幼
鳥
は
全
体
的
に

淡
色
で
顔
の
黒
が
少
な
く
嘴
基
部

（
く
ち
ば
し
の
付
け
根
の
部
分
）が
黄

色
で
す
。

　

最
後
に
、
出
水
で
見
ら
れ
る
ス
ズ

メ
に
は
、
ス
ズ
メ
と
、
冬
場
に
多
く

見
ら
れ
る
ニ
ュ
ウ
ナ
イ
ス
ズ
メ
と
が

い
ま
す
。
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スズメ

　２月１日、本市に自動交付機が導入され、自動交付
機稼動式が、本庁市民生活課と各支所市民福祉課で行
われました。
　導入された自動交付機では、住民票の写し、印鑑登
録証明書および所得証明書の交付が可能となります。
　同交付機は、本庁および各支所に１台ずつ設置して
あり、年末年始を除く毎日（土曜・日曜日、祝日を含
む）利用でき、利用時間は午前７時３０分から午後８時
までです。
　手数料は窓口で交付を受ける場合より１件につき
１００円割引になります。
※同交付機を利用する場合は、住基カードが必要にな
ります。住基カードの申請は、本庁市民生活課およ
び各支所市民福祉課で受け付けています。
※住基カードの交付手数料は、本市は平成２１年３月３１
日まで無料です。

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自 動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動 交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交 付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付 機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機 ががががががががががががががががががががががががががががががががが 稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼稼 動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動 ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！自動交付機が稼動！

【祖父母参観】
　今年は、祖父母参観に子ど
もたちが作った作品を売る
「お店屋さんごっこ」を開催し
ました。子どもたちの「い
らっしゃい!!」の元気な声が
飛び交っていました。

【ふれあい給食会】
　就学前の年長児と小学１年
生とのふれあい活動の後、わ
くわくどきどきしながらの給
食試食会を行いました。

【 収 穫 祭 】
　毎年、春に植えたさつまい
もを、秋にパイオニア㈱の
方々や地区の老人会の方々と
一緒に収穫を楽しんだり、食
べたりして楽しい体験活動を
行いました。

【年齢別活動】
　３～５歳の異年齢で保育を
行っていますが、定期的に同
年齢での体験活動を取り入れ
ています。

23

園児数：140人 

【目指す園児像】 

西出水小学校 
附属紫翠幼稚園 

★元気にあいさつをする 
★ねばり強くがんばる 
★思いやりのある行動ができる 
★自分のことをすすんでする 

幼児ひとりひとりの生きる力をはぐくむ教育幼児ひとりひとりの生きる力をはぐくむ教育
～いろいろな体験活動を通して～～いろいろな体験活動を通して～

『今月の問題』
　太陽光が太陽から放
たれて地球に到達する
までの時間は？
　
　Ａ　約８時間
　Ｂ　約８年
　Ｃ　約８分
　
☆答えはホームページ
か来月号で
（先月号の答えは、
　Ｂのイネ科の種子な
ど植物質の物でした。）

自動交付機稼動式

渋谷市長によるデモ
ンストレーション


